
    星空ウォッチング 

天体観測講座  

研修内容 
○月や土星の観測 
○星空案内ＤＶＤ上映 
  講師：桐生 徹、湯本 正芳 専門主事（長野県総合教育センター） 
  サポーター：百瀬雅彦さん（塩尻市教育委員会こども課） 
        村石令子さん（長野県稲荷山養護学校） 
        小澤 靖さん（塩尻市星の会） 

 雲が多く、観測条件は良好とは言えませんでしたが、時として雲間から月や土星が姿を現し、

そのたびに参加された方々から歓声が上がりました。 

 特に５０ｃｍ大望遠鏡により、月のクレーターがはっきり見えたことや、土星の周りの輪が見

えたことに感動されていた方もおられました。 

 また家族ぐるみで参加された方は、月や土星などについて観測後に語らう姿が見られ、この講

座をきっかけに、天体観測への関心を呼び起こすことができたと思われます。 
                      （講座参加者：４９名） 

受講者アンケートから 

 

 ☆大きな望遠鏡では、月のクレーターがはっきり見えて「すごいなあ」と思いました。 

 ☆土星はＵＦＯみたいでした。 

 ☆土星は小さかったけれど、周りの輪がくっきり見えて、びっくりしました。 

 ☆星空をゆっくり眺める時間はとても貴重で、のんびりできました。 

 ☆天体望遠鏡をのぞいたのは初めてでした。子どもと同じくらい、この体験に感動しま  

  した。 

平成２３年５月９日（月）開催 



 「昔話の心」と子どもの育ち 

 家庭・幼児教育講座   

〈研修内容〉 
   講 義Ⅰ「昔話は残酷か」 

       講 師  小澤 俊夫（筑波大学名誉教授、小澤昔ばなし研究所所長） 

講 義Ⅱ「昔話が語る子どもの育ち」 

       講 師  小澤 俊夫（筑波大学名誉教授、小澤昔ばなし研究所所長） 

    実 演 【語り】小松 令子（岡谷市おはなしボランティア） 

        【語り】髙木千奈美（岡谷市おはなしボランティア） 

 「語り手の心音が聞こえる近さで話してあげましょう。身振りや声色もいりません」小澤さん

のやさしい、ユーモアを交えた話が展開した講座でした。昔話が描く情景はシンプルで、聞く者

はすんなりと場面を思い浮かべることができ、どんどんと物語が進んでいく・・・。語りの実演

を合間に挟み「昔話の文法」がわかりやすく解説されました。そのため、空想に浸る自由が子ど

もの魂には必要だという事が、聴く楽しさを体験しながら納得できました。 

 また、昔話に登場する残酷、不潔と思われる部分について「我々も他の動植物と同じ世界の仲

間だよ、命をもらって生きているんだよと感じさせてくれる」と指摘されました。それは、この

世に生かされている事に謙虚に感謝する姿勢につながるものでした。 

 小澤さんが「目に見えない財産で保持することが難しいからこそ、本当の昔話を大切にしてほ

しい」と締めくくったメッセージを受講者は心に刻みました。    （講座参加者 209名）    

 受講者アンケートから 

 

☆「体温が感じられるくらいの近さで話をしてもらうことで、子どもは『大事にされてい

る、愛されている』と感じるのです」という先生の第一声はとても心に残りました。  

☆語りのお二人がすばらしかったです。私もボランティアで読み聞かせをしていますが、

もっと向上したいと思いました。 

☆昔話を成り立たせている「文法（特徴）」がよく理解できました。今後、子どもたちに

読み聞かせをする本を選ぶ際に重要なものさしにできます。 

☆グリム童話などの西洋の昔話と日本の昔話の相違が、その背景についてもわかりやすく

お話しくださって興味深かったです。なるほど、と納得できました。 

平成２３年５月１２日（木）開催 



 

 <研修内容>                                       

  講義・演習「子どもも育つ、親も育つ、親子の絆を育むコミュニケーション」 
  講師 山口 順子 コーチングオフィスジェイフィールド代表 

 午後１時１５分からの約３時間の講座でしたが、机なしで、非常にオープンな雰囲気でスター

トしました。山口順子先生の温かな雰囲気もあり、和やかな講義になりました。 

 「子どもの発達と親の役割」の説明から始まり、親子が「タテの関係」から「ヨコ」の関係へ

変わることの大切さ、子どもの声の傾聴法など「コーチング」のポイントを要領よく教えていた

だきました。 

 また、ペアワークを通じ、相手を「認める」ことは「言葉」を「忍ぶ」ことであり、「ありの

ままを心に止め、成長に気づき、子どもの良さに関心を向ける」ことが大切なのだ、さらには山

口先生と受講者のお一人とのモデル会話から、「私メッセージ」がいかに大切であるかというこ

とも学ぶことができました。得ることの多い有意義な時間になりました。（講座参加者 ４１名)    

 受講者アンケートから 

 

☆目からウロコでした。子どもとの接し方が学べました。 

☆認める、聴くことの大切さがしみじみわかりました。表情やトーンが大切。たくさん  

 ありますが書ききれません。本当に参加して良かったです。３時間があっと言う間で  

 した。どうもありがとうございました。 

☆仕事でもすぐ役立ちますが、今日は自分の子とのこと、夫とのこと、職場でのこと、  

 いろいろな場面で役立つ内容で、かえってみんなに伝えたいと思いました。 

☆きき方、認め方など具体的に教えていただき良かった。実習もあり、時間もあっとい 

 う間でした。いつまでも会話のある親子を目指してがんばります。 

家庭・幼児教育講座 

  親子の絆を育むコミュニケーション 
平成２３年５月２７日（金）開催 
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